
 

⾃⼰評価を評価する 
－⾃⼰評価担当者のための 

評価報告書点検ワークショップ－ 

講師：Allison Ames ⽒・Keston Fulcher ⽒ 
（James Madison University, Center for Assessment and Research Studies） 

 
2017 年 2 ⽉ 21 ⽇（⽕） 13:00－16:00  

趣  旨 作成した⾃⼰評価報告書は、学内で⼗分に活⽤されているでしょうか。このセミナー
は、⼤学で作成される⾃⼰点検評価報告書を、改善や次期の計画に活⽤することをテー
マにしています。具体的には、⾃⼰評価報告書に対する評価とフィードバックコメント
を⾏う技法を紹介します。 
 ⽶国 James Madison University で組織的に取り組まれている、評価を改善に接続す
る活動は、全⽶レベルの表彰を受けた特筆すべき取り組みです。このセミナーでは、James
Madison University で⾃⼰点検を評価する担当者向けのワークショップを、担当者か
ら直接紹介いただきます。 

場  所：東⼭キャンパス⽂系総合館 5Ｆ アクティブラーニングスタジオ 
 
使⽤⾔語：英語 
 
参加申込：下記ウェブサイトよりセミナー参加申込をお願いいたします。（定員 30 名） 

http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/seminar_ames_fulcher/  
 
主  催：国⽴教育政策研究所 
 
後  援：名古屋⼤学⾼等教育研究センター 
 
○いただいた個⼈情報は、本企画運営の⽬的にのみ使⽤いたします。 
○ご来場の際には、できる限り公共交通機関をご利⽤くださいますようお願いいたします。 

構内駐⾞された場合の⽤務証明書発⾏はいたしかねますので、ご了承ください。 
 
お問合せ先：info@cshe.nagoya-u.ac.jp   Tel: 052-789-5696 

国⽴教育政策研究所－⾼等教育政策セミナー（11）

・⾃⼰評価の評価に関する紹介  
・James Madison University で取り組まれている⾃⼰点検評価報告書の作成様式と

それらを評価するルーブリックの紹介 
・実際の⾃⼰点検報告書を⽤いて評価と改善コメントを付するハンズオンワークショップ

主な内容 


